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平成２２年度 ＴＯＳＳ食育・牛乳教育事業 報告書総括

【総括】

平成２２年度ＴＯＳＳ食育・牛乳教育事業では、消費者の牛乳離れや飲み残しの増加への対
策をするべく、昨年に引き続き継続して以下の内容の実施・推進を行った。

①育成食育・牛乳教育指導方法開発のためのセミナー実施
②食育・牛乳教育指導者育成のための地域勉強会の推進
③食育・牛乳教育を実際の授業で実施

①、②実施の結果、教諭と栄養教諭・栄養士との連携授業の実施数の増加や、貸出教材の
活用、補助資料の活用、ＴＯＳＳサークル活動外での研修活動への参加など、セミナー参加者
アンケートや、地域勉強会実施後アンケートを基に検証した結果、ＴＯＳＳ所属教員の意識の高
さがうかがえると共に、積極的な食育・牛乳教育推進への影響が認められた。

特に①の食育・牛乳教育指導セミナーの参加者アンケートでは、有効回答数の２１４名中、全
員が「再びセミナーに参加したい」と回答しており、その有意性が認められる。
また、②の地域勉強会実施後のアンケートでは、有効回答サークル１０３サークル中、すでに
学校で牛乳教育授業を実施した１１サークルを除き、残りの９２サークル全てが「実際に授業で
牛乳教育を実践してみたいと思う」と回答した。
セミナー参加者アンケートや、地域勉強会後のアンケートによると、指導セミナーでの実際の授
業をイメージしやすい模擬授業や連携授業、実践報告、連携模擬授業を収録した模擬授業
DVDとテキストがセットになった勉強会用教材セットが効果的だった。

③の実施結果は、小学校、低・中・高学年合わせて７５，０２９人への授業実施（見込み）と
なった。現在も教諭、栄養教諭・栄養士の両者から継続して教材の申込みがあることから、さ
らに授業実施数の増加が見込める。

また、①、②の実施の影響から、牛乳教育指導者の育成、並びにオピニオンリーダーの形成が
進んだこともあり、ＴＯＳＳ教諭が担当するクラスだけでなく、学校全体での実施へと広がりを見
せている。
さらに、平成２１年度では実践の少なかった教諭と栄養教諭・栄養士らとの連携授業実施報
告も増加していることから、効果的な指導方法が定着してきたと言える。牛乳教育授業実施後
のアンケートによると、約半数の５０％が連携の授業を行った。
さらに、同アンケート内容から、食育・牛乳教育授業の実施により、もともと飲み残しの少な
かった学校を除くと１００％の学校で、学校給食牛乳飲用状況改善への影響があることが認め
られている。

以上、TOSS食育。牛乳教育事業全体の流れと効果をまとめたが、意識の高いTOSS所属教
員を対象とした食育・牛乳教育指導者の育成は、実際に効果的な授業実践まで繋がることか
ら、小（中）学生への牛乳飲用状況改善や定着への影響が大きい。
今後も小（中）学生の牛乳飲用の意識改善、並びに飲用定着を計るためにも、「育成食育・牛
乳教育指導法の開発」、そして「食育・牛乳教育指導者の育成」を継続することが望ましい。
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平成２２年度 ＴＯＳＳ食育・牛乳教育事業 報告書サマリー

【背景】
昨今、消費者の牛乳離れが言われ、長期的に市場縮小が進行しており、その傾向に歯止めがかからな

い状態である。小（中）学生の給食での牛乳飲用も同様の傾向が顕著であり、飲み残しの増加や牛乳離れ
が懸念されている。
将来にわたっての牛乳飲用習慣を左右する小（中）学生時代の飲用の定着や、牛乳に対する正しい理解
は極めて重要な課題であり、一刻も早い対策が求められている。

【目的】
学校給食牛乳での飲用促進活動や家庭での継続飲用に向けた施策の立案に資するため、以下の点を
推進。

①育成食育・牛乳教育指導方法開発のためのセミナーの実施
②食育・牛乳教育指導者育成のための地域勉強会の推進
③食育・牛乳教育を実際の授業で実施

【実施結果】
①育成食育・牛乳教育指導法開発のセミナーの実施結果
○社団法人全国学校栄養士協議会と共催実施にし、計９１名の栄養士・栄養教諭が自費で参加し、1セ
ミナー辺り約３０人もの参加者を迎えられた。

○社団法人日本酪農乳業協会の貸出教材を活用した授業や、学乳スクエアの骨の動画資料の活用し
た授業を提案したことにより、有効な資料や補助教材の所在を知らしめることができた。

○教師と栄養教諭（栄養士）とチームティーチングでの模擬授業を実施したことにより、教室内でどう授
業すれば良いかを具体的に例示できた。

○セミナーの内容充実を図ったことにより、参加者アンケート回答者の１００％が再びセミナーに参加した
いと回答。

②食育・牛乳教育指導者育成のための地域勉強会の推進結果
○地域勉強会を実施したいと教材のセットを申し込んできたサークル数は全都道府県から１５０サークル
○勉強会を実施したサークルからのアンケートでは、既に牛乳教育を実施した１割を除き９割 が、「実際に
授業を実施したい」と回答。その後の教材申込み数からも勉強会が非常に有効であることが分かる。

○食育・牛乳教育セミナーをきっかけに知り合った一部TOSSサークル員が中心となり、栄養教諭を目指
す学校栄養士らと「栄養教諭研修会」を合同で実施。参加者は地域勉強会にもかかわらず８０名にもの
ぼる。平成２３年１月２２日にも実施された。

○ＴＯＳＳサークルの地域勉強会だけでなく、社団法人学校栄養士協議会が開催する勉強会に参加する
教師もでてくるなど、活動の幅がさらに広がった。

③食育・牛乳教育を実際の授業で実施
○牛乳教育テキストは低学年：２５，１１４部、中学年：２４，５０２部、高学年：２５，４１３部を希望教諭や
栄養教諭らに送付。計７５，０２９人に牛乳教育授業を実施（見込み）した。

○単に授業を実施するだけでなく、社団法人日本酪農乳業協会の貸出教材を活用した実践報告が多
数報告された。報告によると、貸出教材を活用したことで、子どもたちの興味を引き、熱中していたと
の声が多く見受けられた。

○食育・牛乳教育指導セミナーに参加した栄養士協議会会員らが同支部の会員らに地域研修会で、牛
乳教育教材を紹介し、学校での実践へとつなげたとの報告もあった。

○ＴＯＳＳ教諭が担任クラスで学校の栄養士と連携授業を行ったところ、同僚の教師が興味を持ち、学校
全体で取り組むようになるなど、オピニオンリーダーの形成が実感できる。

○ＴＯＳＳ教諭の栄養教諭との連携授業実践が地方新聞に取上げられた。
○授業を実施した多くの教諭らから「牛乳の飲み残しが減った」「飲めない子も飲もうと努力するように
なった」等、牛乳飲用への効果的影響が顕著である。
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平成２２年度 ＴＯＳＳ食育・牛乳教育事業 実施概要

■名称
ＴＯＳＳ食育・牛乳教育

■目的
カルシウムの摂取が何より重要な小中学生の子どもたちに、毎日の学校給食に出る牛乳が非常に

栄養効果が高いことを理解させることを目指して、下記の３点について具体的に推進する
１．育成食育・牛乳教育指導方法の開発のためのセミナーの実施
２．食育・牛乳教育指導者の育成のための地域勉強会の推進
３．食育・牛乳教育を実際の授業で実施

■対象
小中学校教師、栄養教諭･学校栄養士

■基本方針
小中学校の授業における教師と栄養教諭･学校栄養士との連携の促進

■実施期間および内容
1．育成食育・牛乳教育指導方法の開発のためのセミナーの実施
（１） ７月１０日（土） 札幌

１０：００～１１：３０ 北海道教育会館ホテルユニオン
（２）１０月２４日（日） 大阪

９：３０～１１：３０ エル大阪 南館
（３）１１月 ６日（土） 東京

１０：００～１２：００ 総評会館

＜連絡・問合せ先＞
TOSS中央事務局 事務局代行 株式会社スコープ・インターナショナル
住 所：〒１０４－００３３

東京都中央区新川２－２２－１ 能登ビル７F
電 話：０３－３５５５－８９８９ FAX：０３－３５５５－３５４８
メール：milk.kyozai@gmail.com
担 当：高橋（企画営業部 第3グループ）

２．食育・牛乳教育指導者の育成のための地域勉強会の推進
実施期間：７月～２０１０年１２月
全国ＴＯＳＳ１５０サークルを中心としてTOSS教師らが自発的に推進
勉強会実施サークルにはアンケートを送付し、実施状況を把握

３．食育・牛乳教育を実際の授業で実施
実施期間：６月～２０１１年３月

■実施主体
ＴＯＳＳ食育・牛乳教育研究会

■主催
社団法人 日本酪農乳業協会
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ＴＯＳＳ中央事務局
教育事業本部

＜ＴＯＳＳ牛乳教育研究会＞

事務局

株式会社
スコープ・インターナショナル

・運営及び制作管理業務全般
・諸手続き、配送業務代行
・TOSS本部/教師との折衝

・本教育事業の全体進行管理

事務局代行

実施主体

全体
統括

情報
発信

受発注
窓口

全国47都道府県

ＴＯＳＳサークル会員の教師を中心とした小中学校教師

牛乳教育授業実践

全国47都道府県

ＴＯＳＳサークル

社団法人 日本酪農乳業協会

平成２２年度 ＴＯＳＳ食育・牛乳教育事業 運営体制
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●

●

【第11回】 札幌会場
北海道教育会館

平成22年7月10日
参加者数：109名

（北海道全域から来場、一部栄養教
諭を目指す大学生も参加）

【第11回】 札幌会場
北海道教育会館

平成22年7月10日
参加者数：109名

（北海道全域から来場、一部栄養教
諭を目指す大学生も参加）

【第13回】東京会場
総評会館

平成22年11月6日
参加者数：128名

（首都圏中心に北は北海道、南は
沖縄から参加）

【第13回】東京会場
総評会館

平成22年11月6日
参加者数：128名

（首都圏中心に北は北海道、南は
沖縄から参加）

【第12回】大阪会場
エル大阪 南館

平成22年10月24日
参加者数：157名

（関西地区中心に関東や九州から
参加）

【第12回】大阪会場
エル大阪 南館

平成22年10月24日
参加者数：157名

（関西地区中心に関東や九州から
参加）

●

＜第1回～第10回＞

◆セミナー参加者数 1676名
◆模擬授業実施教師 55名

＜第11回～第13回＞

◆セミナー参加者数 394名
◆模擬授業・実践発表実施教師 24名
◆模擬授業実施栄養士 9名

１．育成食育・牛乳教育指導方法の開発のためのセミナーの実施報告

208名平成21年10月18日【大阪会場】：大阪国際会議場第10回

109名平成22年7月10日【札幌会場】：北海道教育会館第11回

157名平成22年10月24日【大阪会場】：エル大阪 南館第12回

128名平成22年11月6日【東京会場】：総評会館第13回

160名平成21年10月11日【福岡会場】：福岡・天神ビル第9回

2,070名セミナー参加者数合計

148名平成21年7月5日【札幌会場】：北海道建設会館第8回

140名平成21年5月31日【東京会場】：KFC Rooms第7回

112名平成20年11月16日【宮城会場】：ハーネル仙台第6回

110名平成20年9月27日【静岡会場】：清水テルサ第5回

152名平成20年4月26日【札幌会場】：きょうさいサロン札幌第4回

176名平成20年4月13日【大阪会場】：浪速区民センター第3回

239名平成20年2月17日【山口会場】：海峡メッセ下関第2回

231名平成20年2月9日【東京会場】：東京池上会館第1回

セミナー

参加者数
実施日開催地開催回数

●今年度開催した3会場とも、平成21年度と同様に新テキストを活用した栄養教諭または学校栄養士とのコラボレーション模擬
授業を実践。 会場近隣の地域から多くの教師および栄養教諭・学校栄養士が参加し、教師とのチームティーチング授業の有
効性にたくさんの賛同の声が寄せられた。また、牛乳教育授業実践報告の時間や骨の模型・乳牛の原寸大タペストリーなどの
貸出教材の活用法の提示時間を追加したことにより、より具体的に指導法の開発へと結びついた。
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札幌会場（平成22年7月10日、土曜日）
●会場：北海道教育会館 ●時間：10時～11時半 ●参加者数：109名
●模擬授業講師：6名 ●模擬授業栄養士：3名 ●実践報告：2名
●特別講演：本田 浩次氏（社団法人日本酪農乳業協会 会長）
●基調講演：谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

第１１回

＜タイムスケジュール＞

１０：００～１０：１５ 特別講演
本田 浩次氏（社団法人日本酪農乳業協会 会長）

１０：１５～１０：３５ 栄養士との牛乳テキストを使った模擬授業
授業者①低学年 伊倉 尚子氏（小学校教諭）・奥田 真由美氏（栄養士代理）

②中学年 南 尚美氏（小学校教諭）・千葉 真理氏（栄養士代理）
③高学年 橋爪 里佳氏（小学校教諭）・永井 由美氏（栄養士）

＜谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）による講評＞

１０：３５～１０：４５ 実践報告
①塩谷 直大氏（小学校教諭）
②長田 修一氏（小学校教諭）

１０：５５～１１：２０ 牛乳教育の特別模擬授業
授業者 ①染谷 幸二氏（中学校教諭）

②松崎 力氏（小学校教諭）
③伴 一孝氏（小学校教諭）

１１：２０～１１：３０ 基調講演
谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーの実施内容①
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大阪会場（平成22年10月24日、日曜日）
●会場：エル大阪 南館（南ホール） ●時間：9時半～11時半 ●参加者数：157名
●模擬授業講師：6名 ●模擬授業栄養士：3名 ●実践報告：2名
●特別講演①：高見 裕博氏（社団法人日本酪農乳業協会 理事）
●特別講演②：田川 恵子氏（社団法人 全国学校栄養士協議会 理事）

●基調講演：谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

第１２回

＜タイムスケジュール＞

９：３０～９：４５ 特別講演１
高見 裕博氏（社団法人日本酪農乳業協会 理事）

９：４５～１０：１０ 栄養士と牛乳テキストを使った模擬授業
授業者 ①低学年 許 鍾萬氏（小学校教諭）・乙野倫子氏（栄養士役小学校教諭）

②中学年 矢口 純子氏（小学校教諭）・伊藤みどり氏（栄養教諭）
③高学年 本吉 伸行氏（小学校教諭）・鎌田 早紀子氏（栄養教諭）
＜谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）による講評＞

１０：１０～１０：２０ 牛乳教育実践報告
①塩谷 直大氏（小学校教諭）
②溝端 久輝子氏 （小学校教諭）

１０：３０～１０：４５ 特別講演２
田川 恵子氏（社団法人全国学校栄養士協議会 理事 栄養教諭）

１０：４５～１１：１５ 牛乳教育の特別模擬授業
授業者 ①小森 栄治氏（元小学校教諭、現理科教育コンサルタント）

②甲本 卓司氏（小学校教諭 ③神谷 祐子氏（小
学校教諭）

１１：１５～１１：３０ 基調講演
谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーの実施内容②
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東京会場（平成22年11月6日、土曜日）
●会場：総評会館 ●時間：10時～12時 ●参加者数：128名

●模擬授業講師：6名 ●模擬授業栄養士：3名 ●実践報告：2名
●特別講演①：本田 浩次氏（社団法人日本酪農乳業協会 会長）
●特別講演②：長島 美保子氏（全国学校栄養士協議会 副会長）
●基調講演：谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

第１３回

＜タイムスケジュール＞

１０：００～１０：１５ 特別講演１
本田 浩次氏（社団法人日本酪農乳業協会 会長）

１０：１５～１０：４０ 栄養士と牛乳テキストを使った模擬授業
授業者①低学年 山本 東矢氏（小学校教諭）・田中 洋子氏（栄養教諭）

②中学年 矢口 純子氏（小学校教諭）・伊藤 みどり氏（栄養教諭）
③高学年 本吉 伸行氏（小学校教諭）・鎌田 早紀子氏（栄養教諭）
＜谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）による講評＞

１０：４０～１０：５０ 牛乳教育実践報告
①竹内 淑香氏（小学校教諭）
②島村 雄次郎氏 （小学校教諭）

１１：００～１１：１５ 特別講演2
長島 美保子氏（社団法人全国学校栄養士協議会 副会長、栄養教諭）

１１：１５～１１：４５ 牛乳教育の特別模擬授業
授業者 ①川原 雅樹氏（小学校教諭）

②井戸 砂織氏（小学校教諭）
③伴 一孝氏（小学校教諭）

１１：４５～１２：００ 基調講演
谷 和樹氏（玉川大学教職大学院 准教授）

TOSS食育・牛乳教育指導セミナーの実施内容③
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告①

＜第１１～１３回ＴＯＳＳ食育・牛乳教育セミナーｉｎ東京 アンケート総合結果＞

配布：394枚
回収：220枚
有効回答数：214枚

●平成19年から指導セミナーを実施していることもあり、参加者の半数が既存参加者だった。
●セミナーに対する感想が「とても参考になった」「参考になった」との回答のみで、セミナーの内容が意味のあるものに
なったことが読み取れる。また、再びセミナーへの参加希望100％と、セミナーの実施が有効であることも読み取れる。

●過去には数例しかなかったＴ・Ｔの授業が、昨年度実施のセミナーの影響からか、教諭による実践数が伸びたように
思われる。

●今年度開催のセミナー参加者の中だけでも、牛乳教育授業の実施率が約４割弱と、牛乳教育が食育手段の一つとして
浸透していることが測れる。そして、今後の授業実践希望者数から見ても、今後益々牛乳教育授業が幅広く広がって
いくことが予想される。（実施希望者の半数以上はテキストの申し込みをしていた）
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告②

＜第１１回ＴＯＳＳ食育・牛乳教育セミナーｉｎ札幌 アンケート結果＞

配布：109枚
回収：65枚
有効回答数：63枚
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告③
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告④

＜第１２回ＴＯＳＳ食育・牛乳教育セミナーｉｎ大阪 アンケート結果＞

配布：157枚
回収：75枚
有効回答数：72枚
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告⑤
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ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告⑥

＜第１３回ＴＯＳＳ食育・牛乳教育セミナーｉｎ東京 アンケート結果＞

配布：128枚
回収：80枚
有効回答数：79枚



15

ＴＯＳＳ食育・牛乳教育指導セミナーアンケート報告⑦
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２．食育・牛乳教育指導者の育成のための地域勉強会の推進結果報告①

●申し込みのあった全国１５０のＴＯＳＳサークルに地域勉強会用教材セットを配布。
セミナーの開催地である北海道、大阪、東京からの申込みが多数あった。
教材セットに同梱したアンケートは１５０サークル中１０６サークルから返信があった。残り44サークルは東京セミナー後
の申込みもあり未実施。アンケートの回答からは栄養士や栄養教諭との連携に対し、意欲的な教師が非常に多いが、
時間の都合などから難しいという声も多く聞かれた。
※教材申込みサークル一覧は別紙参照

有効回答数：103枚

回収：106枚（11/28時点）

＜勉強会実施後アンケート結果＞
配布：150枚（サークル代表者が回答）

①TOSSのサミナー会場やTOSS ML（メーリングリスト）にて教材セットの
申込チラシを配布。 サークル単位で申込を募る。

■ＴＯＳＳ牛乳教育 勉強会用教材セット内容

①授業用テキスト 低/中/高学年用・・・各20部

②教師用指導書 低/中/高学年用・・・各5部

③模擬授業DVD 5枚

④授業素材CDﾛﾑ 5枚

⑤地域勉強会実施後アンケート 1枚

②ＴＯＳＳ牛乳教育 地域セミナー開催

授業用テキスト・教師用指導書を使って、

各地域で牛乳教育の教え方を実践して、

お互いに学びあう。

150キット作成

＜地域勉強会までの流れ＞

③勉強会実施後、サークル代表者が

アンケートを事務局に提出

④サークル会員が各自で教材を申込み、

実際に授業を実施



17

■牛乳教育教材申込数（実施数対象児童数）

総数
395,593人に牛乳教育授業を実施（見込み）

2010年：75,029人に牛乳教育授業を実施（見込み）

15,939 16,721 16,292 783 836 842 9 10 4 在庫

38,061 37,279 37,708 34,217 34,164 34,158 34,991 34,990 34,996 授業用分発送分

（授業研究使用）
6,000 6,000 6,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 

キット同梱分

60,000 60,000 60,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 制作数

高中低高中低高中低

2009年新テキスト2008年テキスト（改訂分）2008年テキスト

6,4668,1597,118在庫

25,41324,50225,114授業用分発送分

400 400 400 セミナー使用分

（授業研究使用）
3,000 3,000 3,000 

キット同梱分

15,279 16,061 15,632 昨年度在庫数

20,000 20,000 20,000 制作数

高中低

2010年新テキスト
（2009年度版テキストを使用）

２．食育・牛乳教育指導者の育成のための地域勉強会の推進結果報告②/教材申込数

＜勉強会実施後アンケート その他の意見や感想＞

・テキストや指導書を始め、模擬授業ＤＶＤや授業素材ＣＤロムがついているので、授業のイメージが
しやすく、すぐに授業で使えてありがたい。

・補助教材についての詳細な案内が欲しい。
・有効な資料がある場所や、どこに連絡をしたらよいか教えてもらえると嬉しい。
・栄養教諭にＴ・Ｔのアプローチをすぐにしようと思う。
・Ｔ・Ｔの授業を実践してみたいが、学校の栄養士はいくつも学校を掛け持ちしているので時間が
作れない。

・貴重な教材を無料で提供してもらえて助かる。
・学校の他の教師にも広めていこうと思う。
・勉強会をしながら、自分がいかに牛乳に対して知識がないかを実感した。正しい情報をもとに

子どもたちにきちんと教えていくべきだと思った。
・自分のクラスでは飲み残しが多く、その対策をどのように行えばよいか分からなかったが、テキストを

使って牛乳の良さを伝えることで改善していきたい。
・テキストがカラーでとてもきれいなので、子どもたちもこれならきっと熱中すると思う。
・保護者の中に牛乳の飲用に否定的な人たちがおり、その影響を受けて牛乳を飲まない子が多数

いる。牛乳の正しい知識を知ることで、自分で判断ができるようにしてあげたい。
・私のサークルでは人数が多いため、模擬授業ＤＶＤや授業素材CＤロムの数が足りなかった。

人数の多いサークルには数を多目にもらえると嬉しい。
・小学生向けのテキストだが、中学生にもこのテキストを使って是非授業を実施してみたいと思う。
・骨の模型や牛のタペストリーは、子どもが手にしたらきっと大喜びだと思う。すぐに申込みをしようと

思う。
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３．食育・牛乳教育の授業実践報告

●昨年までは単純にテキストやＣＤロムに入っている素材を使用しての授業報告しかなかったが、今年度は補助教材の活用、
そして栄養教諭からの実践報告が届くように変化した。特に、セミナーで模擬授業を行った教師や栄養教諭らが率先して
授業の様子をＴＯＳＳのＭＬ（メーリングリスト）に報告するなどし、オピニオンリーダーとなっている。
しかしながら、時間の都合やカリキュラムなどの影響もあり、まだまだ教諭と栄養教諭との連携実績数は少なく、継続した
働きかけが必要である。（授業を今後予定している学校も多数ある為、現時点での考察である）
実施後のアンケートは任意であるため、回収数は少ないが、全体的な実施状況は回答から推察できる。

＜教諭による実践＞ 任意アンケート 配布：736枚 回収：116枚 有効回答数：102枚
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３．食育・牛乳教育の授業実践報告

＜栄養教諭（栄養士）による実践＞ 任意アンケート 配布：221枚 回収：64枚 有効回答数：52枚


